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(57)【要約】
【課題】ハードウェアボリュームが示す音量設定値とソ
フトウェア制御による音量設定値が異なるものとなって
しまう場合の対処法を示した音声出力装置を提供する。
【解決手段】制御部１１は、ロック解除操作を受け付け
たとき、そのときにＶＲ１２が示す音量設定値と、設定
記憶部１５に記憶している音量設定値とを対比し、これ
らの音量設定値が同一でなければ、増幅器１８に設定し
ている音量設定値をＶＲ１２が示す音量設定値まで所定
の変化率で変化させる。例えば、図２（Ａ）の例では、
ＶＲ１２の音量設定値に一致させるまでの所要時間を固
定とし、リニアに変化させる態様としている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音量設定操作を受け付ける音量受付部と、
　前記音量受付部で受け付けた音量設定操作に応じて出力音声の音量を制御する音量制御
部と、
　音量固定操作および音量固定解除操作を受け付ける音量固定操作受付部と、
　を備えた音声出力装置であって、
　前記音量制御部は、前記音量固定操作を受け付けたとき、前記音量受付部で受け付けた
音量設定操作に関わらず、前記音量固定操作時の音量設定値で出力音声の音量を維持し、
　前記音量固定解除操作を受け付けたとき、前記音量固定操作時の音量設定値から前記音
量受付部が受け付けている音量設定値まで、所定の変化率で前記出力音声の音量を変化さ
せる音量制御処理を行う音声出力装置。
【請求項２】
　前記音量制御部は、前記音量固定解除操作を受け付け、かつ前記音量設定部が新たな操
作を受け付けたとき、前記音量制御処理を行うことを特徴とする請求項１に記載の音声出
力装置。
【請求項３】
　前記音量制御処理は、連続的に音量を変化させる処理である請求項１または請求項２に
記載の音声出力装置。
【請求項４】
　前記音量制御処理は、断続的に音量を変化させる処理である請求項１または請求項２に
記載の音声出力装置。
【請求項５】
　前記変化率は、その時点の出力音声の音量と、前記音量受付部が受け付けている音量設
定値と、に応じて変更されることを特徴とする請求項１ないし請求項４のいずれかに記載
の音声出力装置。
【請求項６】
　前記音量制御部は、前記音量制御処理において、前記音量受付部で受け付けている音量
設定値に対応する目標音量設定値まで、前記出力音声の音量を変化させることを特徴とす
る請求項１ないし請求項５のいずれかに記載の音声出力装置。
【請求項７】
　ユーザによる音量設定操作を受け付ける音量受付部と、
　前記音量受付部で受け付けた音量設定操作に応じて出力音声の音量を制御する音量制御
部と、
　音量固定操作および音量固定解除操作を受け付ける音量固定操作受付部と、
　を備えた音声出力装置であって、
　前記音量制御部は、前記音量固定操作を受け付けたとき、前記音量受付部で受け付けた
音量設定操作に関わらず、前記音量固定操作時の音量設定値で出力音声の音量を維持し、
　前記音量固定解除操作を受け付けたとき、前記音量固定操作時の音量設定値で出力音声
の音量設定をそのまま維持し、前記音量受付部が受け付けている音量設定値が前記音量固
定操作時の音量設定値と一致した後に、前記音量受付部で受け付けた音量設定操作に応じ
て出力音声の音量を制御する音量制御処理を行うことを特徴とする音声出力装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、音声を出力する音声出力装置に関し、特に、出力する音声の音量制御に関
するものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来、オーディオ装置において、子供のいたずら等によりリモコンの音量調整キー（上
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方向キーおよび下方向キー）が操作されたとしても音量を変更しないようにするチャイル
ドロックを設定したものが提案されていた（例えば特許文献１を参照）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－５３９８５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置は、音量調整キーが操作されても音量を変更しないように内
部制御を行うもの（ソフトウェア制御）である。仮に、装置本体等に設けられたハードウ
ェアボリューム（ボリューム摘み）が変更された場合でも音量を変更しないようにすると
、ハードウェアボリュームが示す音量設定値とソフトウェア制御による音量設定値が異な
るものとなってしまい、ユーザに違和感を与える。特許文献１には、この状況における対
処法が示されていない。
【０００５】
　そこで、本発明は、ハードウェアボリュームが示す音量設定値とソフトウェア制御によ
る音量設定値が異なるものとなってしまう場合の対処法を示した音声出力装置を提供する
ことを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　この発明の音声出力装置は、音量設定操作を受け付ける音量受付部と、前記音量受付部
で受け付けた音量設定操作に応じて出力音声の音量を制御する音量制御部と、音量固定操
作および音量固定解除操作を受け付ける音量固定操作受付部と、を備えている。
【０００７】
　そして、音量制御部は、前記音量固定操作を受け付けたとき、前記音量受付部で受け付
けた音量設定操作に関わらず、前記音量固定操作時の音量設定値で出力音声の音量を維持
し、前記音量固定解除操作を受け付けたとき、前記音量固定操作時の音量設定値から前記
音量受付部が受け付けている音量設定値まで、所定の変化率で前記出力音声の音量を変化
させる音量制御処理を行う。
【０００８】
　すなわち、本発明の音声出力装置は、音量固定操作を受け付けた時には音量受付部（ハ
ードウェアボリューム）が示す音量を維持するが、音量固定解除時には出力音声の音量を
ハードウェアボリュームが示す音量に徐々に一致させる。このように、ハードウェアボリ
ュームが示す音量設定値とソフトウェア制御による音量設定値が異なるものとなってしま
う場合においても、音量固定解除後に緩やかに音量が変化してハードウェアボリュームの
音量設定値に一致するため、ユーザに対する違和感を低減することができる。
【０００９】
　また、音量制御部は、前記音量固定解除操作を受け付け、かつ前記音量設定部が新たな
操作を受け付けたときに、前記音量制御処理を行う態様も可能である。つまり、音量固定
解除後に直ちに音量を変化させるのではなく、実際にハードウェアボリュームが操作され
たときに音量を変化させる。そのため、ユーザの音量変更操作の意図を反映した適切な音
量変化を実現することが可能となる。
【００１０】
　なお、音量変化は、連続的に変化する態様であってもよいし、断続的に変化する態様で
あってもよい。また、変化率は、その時点の出力音声の音量と、前記音量受付部が受け付
けている音量設定値と、に応じて変更する。例えば、ハードウェアボリュームに一致させ
るまでの所要時間を固定とし、一定の変化率で音量変化をさせるが、音量が変化している
途中でハードウェアボリュームが操作され、目標の音量設定値が変更された場合は、変化
率を大きく、あるいは小さく変更する。
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【００１１】
　また、目標とする音量設定値（目標音量設定値）は、実際のハードウェアボリュームが
示す音量設定値と完全に一致させる必要はない。例えば、ハードウェアボリュームが示す
音量設定値に対応する値（例えば、ハードウェアボリュームが示す音量設定値よりも少し
大きい、あるいは小さい値）を目標音量設定値とし、この目標音量設定値まで音量を変化
させてもよい。あるいは、現時点の出力音声の音量と、ハードウェアボリュームが示す音
量設定値との平均値を目標音量設定値としてもよい。
【００１２】
　また、本発明の音声出力装置は、以下の様な例も可能である。すなわち、音量制御部は
、前記音量固定操作を受け付けたとき、前記音量受付部で受け付けた音量設定操作に関わ
らず、前記音量固定操作時の音量設定値で出力音声の音量を維持し、前記音量固定解除操
作を受け付けたとき、前記音量固定操作時の音量設定値で出力音声の音量設定値をそのま
ま維持し、前記音量受付部が受け付けている音量設定値が前記音量固定操作時の音量設定
値と一致した後に、前記音量受付部で受け付けた音量設定操作に応じて出力音声の音量を
制御する。
【００１３】
　この場合、音量固定解除後もハードウェアボリュームの音量設定値に関わらず出力音声
の音量をそのまま維持するが、ハードウェアボリュームが操作され、出力音声の音量と一
致した場合には、ハードウェアボリュームの音量設定値に応じて音量を変更する。この場
合も、ユーザの音量操作の意図を反映した適切な音量変化を実現することができ、ユーザ
に対する違和感を低減することができる。
【発明の効果】
【００１４】
　この発明によれば、ハードウェアボリュームが示す音量設定値とソフトウェア制御によ
る音量設定値が異なるものとなってしまう場合であっても、音量固定解除後に所定の手法
で両者の音量設定値を一致させるため、ユーザに対する違和感を低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】図１（Ａ）は、音声出力装置の構成を示す図であり、図１（Ｂ）は外観斜視図で
あり、図１（Ｃ）は、音声出力装置の設置例を示した図である。
【図２】音量変更動作の第１の例を示す図である。
【図３】音量変更動作の変形例を示す図である。
【図４】音量変更動作の第２の例を示す図である。
【図５】音量変更動作の第３の例を示す図である。
【図６】第１の例における音声出力装置の動作を示すフローチャートである。
【図７】第２の例における音声出力装置の動作を示すフローチャートである。
【図８】第３の例における音声出力装置の動作を示すフローチャートである。
【図９】警告音を発する場合の音声出力装置の動作を示すフローチャートである。
【図１０】警告音を発する場合において、音声出力装置の応用例に係る構成を示す図であ
る。
【図１１】起動時の動作を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　図１（Ａ）は、音声出力装置の構成を示すブロック図であり、図１（Ｂ）は音声出力装
置の外観斜視図である。
【００１７】
　音声出力装置は、楽音等を含むコンテンツの音声を出力するものであり、本実施形態に
おいては、コンテンツとしてマスカ音を出力する例を示す。マスカ音は、マスク対象の音
声を攪乱して、第三者にマスク対象音声の内容（話者の発言内容）を理解できないように
するものである。マスカ音としては、人の音声を時間軸上あるいは周波数軸上で改変し、
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語彙的に何ら意味をなさない（内容が理解できない）ようにしたものを用いる。
【００１８】
　音声出力装置は、図１（Ｃ）に示すように、例えば、銀行や調剤薬局等の対話カウンタ
や待合場所に設置され、待合場所に向けてマスカ音を放音する。このマスカ音は、上記マ
スカ音により、対話カウンタ内で会話を行う者の発言内容をマスクし、待合場所に居る者
に発言内容を理解できないようにするものである。例えば、図１（Ｃ）の例では、待合場
所に居る順番待ちの患者９２の近くに音声出力装置１を設置し、カウンタ内に居る薬の説
明を行う薬剤師（管理者）９１や説明を受ける患者９０の発言内容を理解できないように
する。
【００１９】
　ここで、適切なマスキング効果を実現するためには、マスカ音の音量設定が重要となる
。すなわち、マスカ音の音量が小さいと、期待するマスキング効果が得られず、聴取者が
発言内容を聞き分けてしまう。一方で、マスカ音は、人の声質を有するものの、人から発
せられた会話音声としては認識できないものであるため、マスカ音の音量が大きいと違和
感（不快感）を覚える場合がある。したがって、マスカ音の音量は、最適な音量に設定し
、固定して使用することが望ましい。
【００２０】
　しかし、音声出力装置は、人が多数存在する場所に設置されるため、子供のいたずらや
不注意により音量設定が変更されてしまうおそれがある。ここで、図１（Ｃ）に示すよう
に、音量を管理したい者である管理者９１は、カウンタに居て、音声出力装置１は待合場
所等の離れた場所に配置される。そのため、いたずら等による音量設定の変更を監視する
ことが難しい。そこで、本実施形態の音声出力装置は、音量設定を固定する音量固定機能
を備えるとともに、音量固定解除時にも適切な音量制御を行うものである。
【００２１】
　以下、音声出力装置の具体的な構成、動作について説明する。
　図１（Ａ）に示すように、音声出力装置１は、制御部１１、ＶＲ（ハードウェアボリュ
ーム）１２、Ａ／Ｄコンバータ１３、ＵＩ（ユーザインタフェース）１４、設定記憶部１
５、コンテンツ記憶部１６、再生部１７、増幅器１８、アンプ１９、およびスピーカ２０
を備えている。
【００２２】
　図１（Ｂ）に示すように、音声出力装置１は、外観上、直方体形状の筐体を有し、筐体
正面方向にスピーカ２０が設けられ、正面方向にコンテンツの音声を出力するようになっ
ている。また、筐体上面には、ユーザの音量設定操作を受け付けるためのＶＲ１２（本発
明における音量受付部）、およびコンテンツの選択、音量固定操作、電源オンオフ操作等
の各種操作を受け付けるＵＩ１４（本発明における音量固定操作受付部）が設けられてい
る。なお、装置本体の外観形状、スピーカの数、ＶＲ１２やＵＩ１４の形状はこの例に限
るものではない。
【００２３】
　コンテンツ記憶部１６は、上記マスカ音を含む各種コンテンツの音声を記憶している。
なお、この例では、音声出力装置１の内部にコンテンツ記憶部１６を備える例を示してい
るが、コンテンツは他装置（サーバ等）から入力する態様としてもよい。制御部１１は、
ＵＩ１４から指定されたコンテンツを再生するように再生部１７に指示する。再生部１７
は、コンテンツ記憶部１６から指示されたコンテンツを読み出し再生処理を行う。本実施
形態では、コンテンツとしてマスカ音を再生する例を示す。
【００２４】
　マスカ音は、人の音声を時間軸上で改変したものである場合、予め特定の話者の音声（
男性および女性を含む複数人の音声）を録音し、所定時間毎に一定長の区間に分割した音
声信号を各区間で逆方向に読み出す等して、語彙的に意味をなさない音声に変更する。周
波数軸上で改変する場合、スペクトル包絡のピーク（フォルマント）を抽出し、語彙に影
響する特定のフォルマントを変更して語彙的に意味をなさない音声に変更する。あるいは
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、対話カウンタ内の話者の音声をマイクで収音して、収音した音声を改変することにより
、都度、生成する態様としてもよい。
【００２５】
　再生部１７は、このようなマスカ音に係る音データをコンテンツ記憶部１６から読み出
し、再生処理を行う。例えば、マスカ音に係る音データがエンコードされた圧縮データで
あればデコードし、デジタル音声信号に変換し、増幅器１８に出力する。増幅器１８は、
制御部１１から指定される音量設定値に応じて入力されたデジタル音声信号のレベル調整
を行い、アンプ１９に出力する。アンプ１９は、いわゆるパワーアンプ（最終段の増幅器
）に相当し、入力された音声信号を増幅する。増幅方式は、アナログでもデジタルでもよ
い。本実施形態では、Ｄ／Ａコンバータを省略しているが、アナログ信号を増幅する場合
は、アンプ１９の前段にＤ／Ａコンバータを設け、デジタル信号を増幅する場合は、アン
プ１９の後段にＤ／Ａコンバータを設ける。
【００２６】
　アンプ１９で増幅された音声信号は、スピーカ２０に出力され放音される。このように
して、マスカ音が出力される。なお、スピーカ２０は、音声出力装置１ではなく、他の装
置に設け、音声出力装置１は、この他の装置に音声信号を出力し、他装置のスピーカから
マスカ音を出力する態様としてもよい。
【００２７】
　上述のように、制御部１１は、増幅器１８に音量設定値を設定し、音量制御を行うが、
この設定した音量設定値は、ＥＥＰＲＯＭやフラッシュメモリ等の不揮発性メモリからな
る設定記憶部１５に記憶する。本実施形態の音声出力装置の基本動作として、音量設定値
は、ＶＲ１２を用いてユーザが指定する。
【００２８】
　ＶＲ１２は、回転摘みとなっており、回転角度に応じた電圧値をＡ／Ｄコンバータ１３
に出力する。この電圧値は、Ａ／Ｄコンバータ１３でデジタル値に変更され、制御部１１
に入力される。制御部１１は、入力された電圧値に応じた音量設定値を設定記憶部１５に
記憶するとともに、増幅器１８に設定する。これにより、出力音声の音量が設定される。
【００２９】
　図２（Ａ）は、音量変更動作の第１の例を示す図である。図中のグラフ横軸は時間経過
を示しており、横軸下欄にはＶＲ１２のそれぞれの時点の音量設定値を示している。縦軸
は、出力音声の音量（設定記憶部１５に記憶される音量設定値）あるいはＶＲ１２の音量
設定値を示している。グラフ中の太い実線が出力音声の音量を示し、点線はＶＲ１２の音
量設定値を示す。なお、これら音量設定値は、あくまでも相対的な音量を示すものであり
、絶対的な音量を示すものではない。例えば、本実施形態では、音量設置値０で無音とな
り、音量設定値５で音声出力装置が有する最大出力で音声を出力することを意味する。
【００３０】
　図２（Ａ）の左側から順に示すように、例えばＶＲ１２の示す音量設定値が１を示して
いる場合、設定記憶部１５に音量設定値１が記憶され、増幅器１８に設定される音量設定
値も１となる。ここで、ユーザがＶＲ１２を操作し、ＶＲ１２の音量設定値が２に変化す
ると、設定記憶部１５に記憶されている音量設定値を２に変更し、増幅器１８に設定され
る音量設定値も２に変更される。なお、この例では、ＶＲ１２の音量設定値の変化に応じ
て連続的に増幅器１８に設定される音量設定値も変化するが、図２（Ｂ）のように断続的
に変化する態様であってもよい。
【００３１】
　次に、音量固定操作および音量固定解除操作時の音量変更動作について図２（Ａ）のグ
ラフおよび図６のフローチャートを参照して説明する。まず、制御部１１は、ロック操作
を受け付け、ロック開始したか否かを判断する（ｓ１１）。ここで、ロックとは、電源オ
ン、オフ以外の操作を受け付けないことを意味し、音量固定の動作以外の動作も含むもの
である。例えば、ロック操作を受け付けると、ＶＲ１２による音量設定だけでなく、コン
テンツの選択等の他の操作も受け付けない状態とする。ただし、ロック中であっても電源
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オン、オフの操作のみ受け付け、管理者が電源オフ操作を行うためにロック解除操作を行
う手間を低減させる。ロック操作およびロック解除操作は、例えばＵＩ１４のうち、特定
のボタンを同時に長押しする、あるいは特定の複数のボタンを同時に長押しする、等の操
作で受け付ける。
【００３２】
　制御部１１は、ロック操作を受け付けた場合（ｓ１１、Ｙｅｓ）、その時点でＶＲ１２
が示す音量設定値を設定記憶部１５に記憶し、この音量設定値で出力音声の音量を固定す
る（ｓ１２）。図２（Ａ）の例では、ＶＲ１２の音量設定値が２を示しているため、音量
設定値２を設定記憶部１５に記憶し、増幅器１８に設定する音量設定値を２で固定する。
よって、図２（Ａ）に示すように、この後にＶＲ１２の音量設定値が３や４に変更された
としても、増幅器１８に設定する音量設定値は、ロック操作時の音量設定値２で固定され
る。なお、このとき、制御部１１は、後述のように、電源オフ後に再起動した時にもロッ
ク動作を維持するために、設定記憶部１５にロック動作中である旨を示す情報を記憶して
おく（ロック動作のフラグを立てる）ことが好ましい。
【００３３】
　そして、制御部１１は、ロック解除操作を受け付けたとき（ｓ１３、Ｙｅｓ）、そのと
きにＶＲ１２が示す音量設定値と、設定記憶部１５に記憶している音量設定値とを対比し
（ｓ１４）、これらの音量設定値が同一でなければ（ｓ１５、Ｙｅｓ：相違していれば）
、増幅器１８に設定している音量設定値をＶＲ１２が示す音量設定値まで所定の変化率で
変化させる（ｓ１６）。図２（Ａ）の例では、制御部１１は、ロック解除操作を受け付け
たときに、ＶＲ１２が音量設定値４を示しているのに対し、設定記憶部１５に音量設定値
２が記憶され、増幅器１８には音量設定値２を設定しているため、ＶＲ１２が示す音量設
定値４まで増幅器１８に設定している音量設定値を変化させ、設定記憶部１５の音量設定
値を更新する。増幅器１８に設定している音量設定値とＶＲ１２の音量設定値が一致した
場合には、ＶＲ１２が示す音量設定値に応じて増幅器１８に設定する音量設定値を変更す
る。
【００３４】
　このとき、制御部１１は、即座にＶＲ１２が示す音量設定値まで変化させるのではなく
、所定の変化率で徐々に変化させる。図２（Ａ）の例では、ＶＲ１２の音量設定値に一致
させるまでの所要時間を固定（例えば２秒）とし、出力する音声の音量を対数軸上（ｄＢ
上）、一定の変化率で直線状（リニア）に変化させる態様としている。ただし、変化率は
、固定ではなく、音量変化中にも変更するようにしてもよい。例えば、図３（Ａ）に示す
ように、音量が変化している途中でＶＲ１２が操作され、目標の音量設定値が継続して変
更されている場合は、変化率を小さく（または大きく）する。例えば、制御部１１が増幅
器１８に設定する音量設定値を変化させている途中で、ユーザがＶＲ１２を操作して音量
を小さくする操作を開始すると、制御部１１は、この音量を小さくする操作に追従して変
化率を小さくする。同様に、制御部１１が増幅器１８に設定する音量設定値を変化させて
いる途中で、ユーザがＶＲ１２を操作して音量を大きくする操作を開始すると、制御部１
１は、このＶＲ１２の音量を大きくする操作に追従して変化率を大きくする。
【００３５】
　すなわち、図２（Ａ）では、制御部１１は、例えば所要時間を２秒で音量設定値２から
音量設定４まで変化するような音量の変化率で固定していたが、図３（Ａ）の例では、制
御部１１が増幅器１８の音量を変化させている途中で（この例では制御部１１が音量設定
値を３まで変化させた時点で）、ユーザがＶＲ１２を操作して音量を小さくする操作を開
始し、継続的に音量を小さくする操作を行っているため、制御部１１は、この音量を小さ
くする操作を検出し、変化率を小さく（同図の例では変化率を半分に）変更している。こ
のように、ユーザがＶＲ１２を操作して音量を小さくする操作を開始して継続的に音量を
小さくする操作を行うと、そのままの変化率では当初の所要時間（例えば２秒）よりも早
くＶＲ１２の音量設置値に一致することになってしまうが、途中で変化率を小さくするこ
とで、ＶＲ１２の音量設定値に一致するまでの時間を長くし、当初の所要時間に近づける
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ことができる。図３（Ａ）の例とは逆に、ユーザがＶＲ１２を操作して音量を大きくする
操作を開始し、継続的に音量を大きくする操作を行うと、そのままの変化率では当初の所
要時間（例えば２秒）よりも遅くＶＲ１２の音量設置値に一致することになってしまうが
、制御部１１は、ユーザがＶＲ１２を操作して音量を大きくする操作を検出した場合に、
この音量を大きくする操作に追従して変化率を大きくすることで、ＶＲ１２の音量設定値
に一致するまでの時間を短くし、当初の所要時間に近づけることができる。
【００３６】
　なお、音量変化は、図２（Ａ）に示した連続的な変化に限るものではなく、無論、リニ
アに変化させる例に限るものではない。例えば、図２（Ｂ）に示すように、断続的に変化
させる態様も可能であるし、図３（Ｂ）に示すように、非リニアに変化させる態様も可能
である。非リニアに変化させる場合、例えば人の聴感特性を考慮した変化率とすることも
可能である。また、人の聴感は、音量が大きくなることに敏感であるため、音量を大きく
する場合はより緩やかに変化させる、あるいは、音量が大きくなるときに非リニアに変化
させ、小さくする場合はリニアに変化させる、等の動作であってもよい。
【００３７】
　また、目標とする音量設定値は、実際のＶＲ１２が示す音量設定値と完全に一致させる
必要はない。例えば、ＶＲ１２が示す音量設定値に対応する値（例えば、ＶＲ１２の音量
設定値よりも少し大きい、あるいは小さい値）を目標音量設定値とし、この目標音量設定
値まで音量を変化させてもよい。あるいは、現時点で増幅器１８に設定している音量設定
値と、ＶＲ１２が示す音量設定値との平均値を目標音量設定値としてもよい。
【００３８】
　以上の様にして、本実施形態の音声出力装置は、ロック操作を受け付けた時のＶＲ１２
が示す音量を維持し、ＶＲ１２が操作されても音量を変化させないようにするが、ロック
解除時には出力音声の音量をＶＲ１２が示す音量に徐々に一致させる。このように、ＶＲ
１２が示す音量設定値と増幅器１８に設定している音量設定値（ソフトウェア制御による
音量設定値）が異なるものとなってしまう場合においても、ロック解除後に緩やかに音量
が変化してＶＲ１２の音量設定値に一致するため、ユーザに対する違和感を低減すること
ができる。
【００３９】
　なお、上述したように、本実施形態の音声出力装置１は、ロック操作を受け付けたとき
に、電源オン、オフ操作のみ受け付ける態様としているが、ロック動作中に電源がオフさ
れたり、電源が遮断（例えばＡＣアダプタがコンセントから切断）されたりしても、次に
電源オンされて再起動したときには、直前に維持していた音量設定値でマスカ音の出力を
再開し、ロック動作を維持することも可能である。
【００４０】
　この場合、音声出力装置１は、図１１に示すような動作を行う。この動作は、音声出力
装置１の電源がオンされたときに行われる。まず、制御部１１は、設定記憶部１５に記憶
されている各種情報を読み出す（ｓ５１）。設定記憶部１５は、不揮発性メモリであるた
め、電源オフ直前に記憶していた各種情報をそのまま記憶している。したがって、制御部
１１は、設定記憶部１５にロック動作中である旨を示す情報が記憶されているか否かを判
断する（ｓ５２）。設定記憶部１５にロック動作中である旨を示す情報が記憶されていな
ければ（ｓ５２、Ｎｏ）、ＶＲ１２が示す音量設定値に応じて増幅器１８に設定する音量
設定値を変更し（ｓ５３）起動動作を終える。以後は、通常の動作（例えば図６に示した
フローチャートの動作）に移行する。
【００４１】
　一方で、制御部１１は、設定記憶部１５にロック動作中である旨を示す情報が記憶され
ている場合（ｓ５２、Ｙｅｓ）、図６のフローチャートにおけるｓ１２の処理に移行する
。すなわち、制御部１１は、設定記憶部１５に記憶されている音量設定値を増幅器１８に
設定し、この音量設定値で出力音声の音量を固定する。以後は、ロック動作（図６の例で
は、ｓ１３以下の処理）を維持する。なお、制御部１１は、ロック解除操作を受け付けた
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ときに（図６の例では、ｓ１３、Ｙｅｓ）、設定記憶部１５に記憶されているロック動作
中である旨を示す情報を消去する。
【００４２】
　このように、音声出力装置１は、電源オフや電源遮断等を行ってもロック動作を維持す
る。そのため、ロック動作中にも電源オンオフの操作のみ受け付ける態様としても、ロッ
ク動作を継続させることができ、管理者が電源オフ時にロック解除操作を行う必要がなく
なるだけでなく、電源オン後に再度ロック操作を行う必要もなくなる。
【００４３】
　次に、図４および図７を参照して、音量変更動作の第２の例を説明する。図４中のグラ
フは、図２（Ａ）のグラフと同様に、横軸は時間経過を示しており、横軸下欄にはＶＲ１
２のそれぞれの時点の音量設定値を示している。縦軸は、出力音声の音量（設定記憶部１
５に記憶される音量設定値）あるいはＶＲ１２の音量設定値を示している。グラフ中の太
い実線が出力音声の音量を示し、点線はＶＲ１２の音量設定値を示す。図２（Ａ）との違
いは、ロック解除操作を受け付けた時の動作である。そのため、ロック解除操作を受け付
けた場合の動作のみ説明する。また、図７に示すフローチャートにおいても、図６に示し
たフローチャートとの違いのみ説明する。
【００４４】
　この第２の例では、制御部１１は、ロック解除操作を受け付けたとき（ｓ１３、Ｙｅｓ
）、まずＶＲ１２が操作されているか否かを確認する（ｓ２４）。ＶＲ１２が操作される
までは、この判断を繰り返す。つまり、増幅器１８の音量設定値は固定されたままとなる
。ＶＲ１２が操作されたとき（ｓ２４、Ｙｅｓ）、制御部１１は、ＶＲ１２が示す音量設
定値と、設定記憶部１５に記憶している音量設定値とを対比し（ｓ２５）、これらの音量
設定値が同一でなければ（ｓ２６、Ｙｅｓ：相違している）、ｓ２４の判断から処理を繰
り返し、同一となった場合（ｓ２６、Ｎｏ：相違しない）、ＶＲ１２が示す音量設定値に
応じて増幅器１８の音量設定値を変更する。
【００４５】
　つまり、第１の例（図２（Ａ）の例）では、制御部１１は、ロック解除操作を受け付け
たときに、ＶＲ１２が示す音量設定値に増幅器１８に設定する音量設定値を一致させるが
、この第２の例では、図４に示すようにロック解除操作を受け付けた場合でも、ＶＲ１２
の音量設定値に関わらず増幅器１８に設定する音量設定値を維持する。ただし、ＶＲ１２
が操作され、ＶＲ１２の音量設定値と増幅器１８に設定している音量設定値と、が一致し
た場合には、ＶＲ１２が示す音量設定値に応じて音量を変更する（ｓ２７）。この場合、
ユーザがある程度ＶＲ１２を操作し、音量変更を指示した場合に実際の音量が変化される
ため、ユーザの音量操作の意図を反映した適切な音量変化を実現することができ、ユーザ
に対する違和感を低減することができる。
【００４６】
　次に、図５および図８を参照して、音量変更動作の第３の例を説明する。図５中のグラ
フも、図２（Ａ）のグラフと同様に、横軸は時間経過を示しており、横軸下欄にはＶＲ１
２のそれぞれの時点の音量設定値を示している。縦軸は、出力音声の音量（設定記憶部１
５に記憶される音量設定値）あるいはＶＲ１２の音量設定値を示している。グラフ中の太
い実線が出力音声の音量を示し、点線はＶＲ１２の音量設定値を示す。図２（Ａ）との違
いは、ロック解除操作を受け付けた時の動作である。そのため、ロック解除操作を受け付
けた場合の動作のみ説明する。また、図８に示すフローチャートにおいても、図６に示し
たフローチャートとの違いのみ説明する。
【００４７】
　この第３の例では、制御部１１は、ロック解除操作を受け付けたとき（ｓ１３、Ｙｅｓ
）、まずＶＲ１２が操作されているか否かを確認する（ｓ３４）。ＶＲ１２が操作される
までは、この判断を繰り返す。つまり、増幅器１８の音量設定値は固定されたままとなる
。ＶＲ１２が操作されたとき（ｓ３４、Ｙｅｓ）、制御部１１は、ＶＲ１２が示す音量設
定値と、設定記憶部１５に記憶している音量設定値とを対比し（ｓ３５）、これらの音量
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設定値が同一でなければ（ｓ３６、Ｙｅｓ：相違していれば）、増幅器１８に設定してい
る音量設定値をＶＲ１２が示す音量設定値まで所定の変化率で変化させる（ｓ３７）。図
５の例では、制御部１１は、ロック解除操作を受け付けたときに、ＶＲ１２が音量設定値
４を示しているのに対し、設定記憶部１５に音量設定値２が記憶され、増幅器１８に音量
設定値２を設定しているため、ＶＲ１２が示す音量設定値４まで増幅器１８に設定してい
る音量設定値を変化させ、設定記憶部１５の音量設定値を更新する。ＶＲ１２が示す音量
設定値と増幅器１８に設定している音量設定値が一致した場合は、ＶＲ１２が示す音量設
定値に応じて増幅器１８に設定する音量設定値を変更する。
【００４８】
　ただし、この例では、ＶＲ１２の示す音量設定値が、連続的に音量設定値４から音量設
定値２まで変化しているため、増幅器１８の変化率は固定ではなく、徐々に変化率を小さ
くし、非リニアとしている。無論、変化率は、徐々に大きくなるようにしてもよいし、リ
ニアに変化させたり、断続的に変化させたりする態様も可能である。
【００４９】
　また、この例においても、目標とする音量設定値は、実際のＶＲ１２の値と完全に一致
させる必要はない。例えば、ＶＲ１２が示す音量設定値よりも少し大きい、あるいは小さ
い値としてもよい。あるいは、現時点の出力音声の音量と、ＶＲ１２が示す音量設定値と
の平均値を目標としてもよい。
【００５０】
　第３の例では、ユーザのＶＲ１２の操作が音量変化のトリガとなるため、ＶＲ１２を操
作しても音量が変化しないという違和感を低減することができ、ユーザの音量変更操作の
意図を反映した適切な音量変化を実現することが可能となる。
【００５１】
　なお、上述の第１の例、第２の例、第３の例の全ての例において、音声出力装置は、ロ
ック動作中に、以下のように警告音を発する動作を行うことが好ましい。
　図９は、警告音を発する場合の音声出力装置の動作を示すフローチャートである。図９
に示す動作は、制御部１１がロック操作を受け付けたことがトリガとなる。
【００５２】
　まず、制御部１１は、ロック操作を受け付けた場合、ＶＲ１２が操作されているか否か
を確認する（ｓ４１）。制御部１１は、ＶＲ１２が操作されたと判断した場合（ｓ４１、
Ｙｅｓ）、再生部１７に警告音を再生するように指示する（ｓ４２）。警告音に係る音デ
ータは、コンテンツ記憶部１６に記憶されている。再生部１７は、コンテンツ記憶部１６
から警告音に係る音データを読み出し、上記マスカ音と同様に、スピーカ２０から出力さ
せる処理を行う。
【００５３】
　制御部１１は、これらｓ４１からｓ４２までの処理を、ロック解除操作を受け付けるま
で行う（ｓ４３、Ｙｅｓ）。ロック解除操作を受け付けた場合は、図９の動作を終え、以
後は警告音を発することがない。
【００５４】
　このように、ロック動作中にＶＲ１２が操作された場合に警告音を発することで、管理
者９１等がＶＲ１２を操作されたことに気づくことができる。例えば、子供のいたずらに
よりＶＲ１２が操作された場合や、不注意によりＶＲ１２が操作された場合に、すぐに管
理者９１がかけつけて元の音量設定値に戻すことも可能であるし、子供にこれ以上のいた
ずらをさせないように注意する（あるいは自発的にいたずらを抑制させる）ことができる
。
【００５５】
　特に、図１（Ｃ）に示したように、音声出力装置が本実施形態のようなマスカ音を出力
する装置であり、管理者９１が音声出力装置１から離れた場所に居て、いたずら等を監視
することが難しい場合でも、音声出力装置が警告音を発することにより、管理者９１は、
いたずらや不注意による操作がなされたことに気づくことができる。
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　なお、警告音は、単に「プ・プ・プ」等の電子音であってもよいし、「チャイルドロッ
ク中です」等の音声であってもよい。また、警告音の音量は、設定記憶部１５に記憶され
ている音量設定値（すなわち、増幅器１８に設定している音量設定値）に応じて設定され
る態様であってもよいが、警告音だけ最大音量等、増幅器１８に設定している音量設定値
と異なる音量となるようにしてもよい。
【００５７】
　例えば、図１０の応用例に係る音声出力装置のブロック図に示すように、増幅器１８と
は異なる第２の増幅器２１と、増幅器１８および増幅器２１の出力する音声信号を合成す
るミキサ２２を設ける。この場合、再生部１７は、マスカ音に係る音声信号は増幅器１８
に入力し、警告音に係る音声信号は増幅器２１に入力する。ここで、増幅器２１の音量設
定値をあらかじめ固定値（例えば常に最大音量）として設定しておけば、警告音だけが最
大音量で出力されることになる。この場合、ＶＲ１２の音量設定値が低く、マスカ音を小
さい音量で出力している場合においても、管理者９１が警告音に気づき、ＶＲ１２を操作
されたことに気づく、あるいは子供を驚かせることでこれ以上のいたずらを抑制すること
ができる。
【００５８】
　また、出力する警告音の種類毎に音量設定値を設定してもよい。例えば、「プ・プ・プ
」等の電子音は人の注意を引く音であるが、「チャイルドロック中です」等の音声は電子
音に比較して相対的に注意を引かない音である。したがって、「チャイルドロック中です
」等の音声は相対的に音量を大きく設定する。
【００５９】
　この場合、図１０の音声出力装置１においては、コンテンツ記憶部１６に「チャイルド
ロック中です」等の音声に係る音データを記憶しておく場合に、増幅器２１に比較的大き
な（例えば最大音量の）音量設定値を設定し、コンテンツ記憶部１６に「プ・プ・プ」等
の電子音に係る音データを記憶しておく場合に、増幅器２１に比較的小さな（例えば最大
音量の半分程度の）音量設定値を設定しておく。
【符号の説明】
【００６０】
１…音声出力装置
１１…制御部
１２…ＶＲ
１３…Ａ／Ｄコンバータ
１４…ＵＩ
１５…設定記憶部
１６…コンテンツ記憶部
１７…再生部
１８…増幅器
１９…アンプ
２０…スピーカ
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【図６】 【図７】

【図８】 【図９】

【図１０】
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【図１１】
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